
2022年 2月24日

第3ターミナルが拡張し、より便利に！！
＝増加するLCC需要に対応し、気軽に快適な旅を成田から＝

【第３ターミナル拡張・新アクセス通路のポイント】

成田空港では、これまで拡張整備を進めておりました第３ターミナルについて、４月より段階的に

供用してまいります。また、第３ターミナルへのアクセス通路も新たに整備し、安全性、利便性が向上

します。

今後もより多くのお客様に空の旅を気軽に楽しんでいただけるよう努めてまいります。どうぞご

期待ください。

供用日 ： 4月5日（火）～ ※出発ロビーのみ 4月２１日（木）～

新アクセス通路

 T2-T3間の移動距離短縮
（約500m→約300m）

 立体化により完全歩車分離を実現。安全
な通路空間の確保

 通路幅の拡張による歩行性の向上と視
認性の確保

第３ターミナル拡張エリア

 出発ロビーが拡張
 非接触対応やファストトラベルに寄与す
るCUSS とCUBD を拡張エリアにも
大きく展開され、より安心・スムーズな手
続きを実現
（CUSS：36台、CUBD：24台）

CUSS:自動チェックイン機、CUBD：自動手荷物預け機

※※

※

〒282-8601 千葉県成田市成田国際空港内NAAビル
URL：https://www.narita-airport.jp/jp/



第3ターミナルは、LCC専用ターミナルでありながらも、機能性や快適性を備えた年間取扱能力

750万人の施設として、2015年4月8日にオープンしましたが、2017年度には764万人のお客

さまにご利用いただくなど、当初の予測を上回るLCCの成長があったことから、2018年4月に増

築を発表し、これまで準備を続けてまいりました。

2019年9月には、出発と到着のお客様動線を分離し混雑緩和を図るなど、お客様の利便性を向

上してきました。今回の拡張後も、足元の渡航制限の動向を踏まえつつ、出国手続き後エリアの商

業施設の展開、第３ターミナルカーブサイドの整備を進め、成田空港の強みでもあるLCCのネット

ワークを最大限活用して、１日も早い需要回復に向けて対応を進めてまいります。

2022

今後

2019

2015

年間

取扱能力

1500
万人

９00

万人

７５０

万人

面積

約

６．６

万㎡

約

7．4

万㎡

約

11.0
万㎡

到着ロビー

増築

出発ロビー拡張

新アクセス通路

国際線バスゲート

商業施設

（出国手続き後エリア）

カーブサイド

施設

※１ 今後の需要を踏まえ供用
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【第３ターミナル拡張について】

カーブサイドイメージ


